
２００６年３月期
決 算 説 明 会

2006年 5月23日

（JASDAQ・コード番号５９９９）



２００６年３月期 決算説明会 説明項目

２００６年３月期 決算概要

• ２００７年３月期 業績予想

• 中期展望



２００６年３月期 決算概要



決 算 要 約 【連結】

2005/3月期 2006/3月期
対前年比

増 減

対 前 年

増減率

売 上 高 10,964 11,918 954 8.7%

経常利益 2,350 2,598 247 10.5%

当期純利益 1,537 1,596 59 3.9%

（ 単位 : 百万円 ）



通期売上高・経常利益 【連結】の推移
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売上高・経常利益【連結】の推移
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事業概要（２００６年３月期） 【連結】
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売上高 11,918百万円 （事業所別）



事業概要（２００６年３月期） 【連結】
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売上高 11,918百万円 （製品区分別）



２００７年３月期 業績予想



通期業績予想 【連結】

2006/3月期

（実 績）

2007/3月期

（計 画）

対前年比

増 減

対 前 年

増減率

売 上 高 11,918 13,000 1,082 9.1%

経常利益 2,598 3,000 402 15.5%

当期純利益 1,596 1,800 204 12.8%

（ 単位 : 百万円 ）



（ 単位 : 億円 ）

通期業績予想 【連結】
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中 期 展 望



新生イハラづくり

１．経営方針

２．イハラの理念

３．ビジョン（五高の会社）

４．新生イハラの企業ブランド

５．イハラスピリット



経営の基本方針

• 理想主義

• 人本主義

• 自然主義

• 顧客主義

• 利益主義



イハラの理念

• 仕事観

• 私たちの信条

（六切 三全 一つずつ）

• 社員の約束



ビジョン （五高の会社）

• 成長性が高い

• 収益性が高い

• 安全性が高い

• 従業員満足度が高い

• ステークホルダー満足度が高い



新生イハラの

企業ブランド

経 営

製品･サービス

お 客 様

市 場

人・組織

・基本方針
・理念(仕事観･信条・

社員の約束)
・マネジメント

システム

・産業用設備の全流体

・新規設備＋ﾘﾆｭｰｱﾙ＋ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

・グローバルＳＨＳ＋ＣＣＤ
・流体別･用途別に

最適な配管システム
・配管についての

全サービスの提供
・カスタム志向

・ラインカンパニー制

・マネジメントポリシー

・育成の基本方針

・夢・主体・一体

・愛と私とサイエンス
・“発見と感動”（ＣＣＤ）

・モノ売り → コト売り → 感動売り

・全社員のマーケッター化

新生イハラの企業ブランド



イハラスピリット

“愛と私とサイエンス”で

“夢・主体・一体・感動のスパイラルアップ”

“一人一人” “一つ一つ” “一日一日”

挑戦し続けるチーム

感動

夢



中 期 展 望

Ⅰどのように成長するか

１．売先を拡大する。

①既存市場の深耕・拡販。

②産業用の全流体に市場を拡大する。

③“新設備市場”中心から、

リニューアル、メンテナンス市場にも。

④市場を“国内中心”から、“グローバル”に。



中 期 展 望

Ⅰどのように成長するか

２．売るもの、売り方を変える。

①汎用品 → カスタム品（ＣＣＤ）

自社都合のカタログ品から、

お客様に最もマッチした製品を供給する。

②単品販売 → 配管の全サービスを提供する。

③少量・多品種・短納期対応する。

３．新しい製品・サービスを創造し、需要を作り出す。

・流体別･用途別に最適な配管システム。（ＳＨＳ）



中 期 展 望

Ⅱどのように利益を増やすか

１．生産性を限りなく高める。

・量産品は、世界一安く

・世界一短いリードタイム

・限りなき生産性改善活動（ムダ最小化）

２．差別化戦略により、“非価格競争”のウエイトを高める。

３．価値ベースのプライシングを行う。



http://www.ihara-sc.co.jp

TEL:03-5742-2701 FAX:03-5742-2233

E-mail:webmaster@ihara-sc.co.jp

本資料に記載されております将来の業績の見通しなどにつきましては、

当社（連結子会社を含む）が、現在入手している情報や事業方針など一定

の前提に基づいて作成しております。

従いまして、当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、需要変動、素材

の高騰、新技術の開発などにより、実際の業績、展開が大きく変動するな

どのリスクや不確実性を含んでおりますので、投資判断をなされます場合

には、本資料のみに依拠することは、お控えくださいますよう、お願い申し

あげます。

また、本資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上、

その手続が必要となる場合を除き、事前予告なく変更することがあります

ので、ご了承くださいますよう、お願い申しあげます。



本日は、誠にありがとうございました。


